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１．背景・目的・方法 

地域の気候風土を活かす高性能住宅のポテンシャルを

引き出すには、住まい手が「環境調整行動」を上手く行

なうことが重要である。「環境調整行動」・「熱的適応」・

「住み熟し」を発現させるには、熱環境を意識・想像す

る「熱環境想像力」を備えている必要があると考えた。

「熱環境想像力」の一つとして、住まい手が“今、何℃

であるか？”と想像する「想像温度」を指標とした「温

度想像力」に特に着目している１）。 

「温度想像力」を養成することを目的とした住育実験

を、これまでに３地域（札幌・福山・熊本）・５季節

（夏・秋・冬・春・夏）を対象に実施した 2)～6)。１季節の

住育実験は、「事前アンケート調査」・「日常生活調査」・

「実験室調査」・「事後アンケート調査」の４調査で構成

されている。本報では、福山における夏・秋・冬の「実

験室調査」についてまとめた結果を報告する。 

実験室調査において、想像温度と実際温度（空気温度）

とのずれが大きい日も見られた。これは、放射環境が際

立っているとき、すなわち、放射温度と空気温度の差が

大きいときに放射温度が影響して想像温度が空気温度か

らずれるのではないかと予想する。 

そこで本研究では、室内外における想像温度と空気温

度・放射温度の関係について調べてみた。実験室内の放

射温度は、実測したグローブ温度・空気温度・気流速度

から算出した。屋外放射温度は、実験日の気象データを

用いて推算した。 

 

２．実験室調査の概要 

実験は熊本県立大学生命倫理審査委員会の承認を得て

実施した。表１に、調査概要を示す。被験者８名のうち

の４名（既報 5）, 6)における被験者 E, F, G, H）には、１日

に１回、時間を指定して実験室内（福山大学工学部棟

03203 室）で日常生活調査と同様の調査を追加実施した。

実験者側が表２に示す目標室温の熱環境条件をつくり、

被験者には室内の空気温度と表面温度分布を想像・申告

してもらう作業を実施した。その際、実験室調査用の

「温度手帳」に記入してもらった。被験者近傍（実験室

中央）の空気温度・相対湿度・グローブ温度・気流速度

は１秒間隔で計測した。 

表１ 調査概要 

 
【期間】 

◇夏季：2019 年 7 月 29 日〜8 日 2 日（5 日間） 
◇秋季：2019 年 10 月 29 日〜31 日, 11 月 5 日〜6 日（5 日間） 
◇冬季：2020 年 2 月 4 日〜7 日, 12 日（5 日間） 

 
【対象】 

学生４名（男性４名）※3 季節で同じ被験者を継続 
 
【温度手帳の内容】 

①想像室温         ⑥改変希望温度差 
②想像外気温        ⑦環境調整行動 
③自信度（①・②に対して） ⑧想像表面温度分布（色鉛筆塗） 
④寒暑感          ⑨自信度（⑧に対して） 
⑤快適感          ⑩実際室温（温度計を確認） 

 
【計測項目】 
①室内空気温度       ③室内グローブ温度 
②室内相対湿度       ④気流速度 
※測定位置はいずれも被験者近傍（室中央） 

 

表２ 目標室温（実験室調査） 

 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 
夏季 29℃ 25℃ 
秋季 エアコン停止 
冬季 22℃ 19℃ 

 

３．屋外放射温度 

推定計算では、文献７）に示される以下の式を用いた。 

⋅ ⋅
⋅

ℎ
	

：屋外放射温度［℃］	

：天空に対する形態係数［ ］	

：見掛けの天空温度［℃］	

：地物に対する形態係数［ ］	

：地物の温度［℃］	

：日射吸収率［ ］	

：入射日射量［W/㎡］ 

ℎ ：屋外の放射熱伝達率［W/（㎡ ⋅ K）］ 
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屋外から実験室へ移動してきた被験者（人体）を想定

し、形態係数は天空に対して 0.5 とし、地物に対して 0.5

とした。見掛けの天空温度は、文献８）の方法で算出し

た。地物の温度は外気温で近似した。人体への日射吸収

率は 0.5 とした。屋外の放射熱伝達率は 6.0 とした。入射

日射量は、簡単のため気象データの水平面全日射量を用

いた。気象データは、広島の外気温、水平面全日射量、

外気相対湿度、雲量を用いた 9)。 

 

４．夏季の実験室調査 

図１に、申告時の実際室温と想像室温を示す。設定室

温を前日（7/30）の 29℃から当日の 25℃に変更した 7/31

では、実際室温よりも高めの想像室温となっている。 

図２に、実験時間帯の室内空気温度と室内放射温度を

示す。7/31では、空気温度よりも放射温度が若干高めにな

っている。これは、エアコンで空気温を下げたが、日射

によって主に窓面・床面が温められたことや、前日まで

の躯体蓄熱で周壁温が高めに保たれたことの影響が推測

される。空気温より若干高めの放射温度が、実際よりも

高めの想像室温をもたらした可能性が考えられる。 

図３に、申告時の実際外気温と想像外気温を示す。7/30, 

8/1, 8/2 の想像外気温の温度幅が大きい。 

図４に、実験日（終日）の天空温度・外気温・屋外放

射温度を示す。屋外放射温度は、天空温度、地物温（こ

こでは外気温で近似）と吸収日射の３者の影響が加味さ

れる。7/30, 8/1, 8/2 の屋外放射温度の温度幅が大きい。日

射量が比較的大きい日は想像外気温のばらつきを大きく

する可能性が考えられる。 

 

５．秋季の実験室調査 

図５に、申告時の実際室温と想像室温を示す。秋季は

エアコン不使用とした（表２）。10/31（実験３日目）と

11/5（実験４日目）では、実際室温よりも比較的高めの想

像室温となっている。 

図６に、実験時間帯の室内空気温度と室内放射温度を

示す。10/31 と 11/5 では、空気温度よりも放射温度が若干

高めになっている。これは、日射によって主に窓面・床

面が温められたことやそれによる躯体蓄熱で周壁温が高

めに保たれたことの影響が推測される。空気温より若干

高めの放射温度が、実際よりも高めの想像室温をもたら

した可能性が考えられる。 

図７に、申告時の実際外気温と想像外気温を示す。５

図３ 夏季の実際外気温と想像外気温（申告時）    図４ 夏季の天空温度・外気温・屋外放射温度（終日） 

図１ 夏季の実際室温と想像室温（申告時）         図２ 夏季室内の空気温度と放射温度（実験時間帯） 
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日間とも実際外気温よりも想像外気温は高めとなってい

る。最も想像外気温の温度帯が高いのは 10/31 である。 

図８に、実験日（終日）の天空温度・外気温・屋外放

射温度を示す。５日間とも外気温より屋外放射温度も高

めである。５日間の中で屋外放射温度の温度帯が高いの

は 10/31 であることから、想像外気温へ影響した可能性も

考えられる。 

 

６．冬季の実験室調査 

図９に、申告時の実際室温と想像室温を示す。2/5（実

験２日目）と 2/7（実験４日目）では、実際室温よりも比

較的高めの想像室温となっている。 

図１０に、実験時間帯の室内空気温と室内放射温度を

示す。2/5 と 2/7 では、空気温度よりも放射温度が若干高

めになっている。これは、夏季・秋季と同様に、日射に

よる主に窓面・床面の加熱と躯体蓄熱で周壁温が高めに

保たれた影響が推測される。特に太陽高度が低くなる冬

季はその影響が強かった可能性もある。空気温より若干

高めの放射温度が、実際よりも高めの想像室温をもたら

した可能性が考えられる。 

図１１に、申告時の実際外気温と想像外気温を示す。

2/5, 2/6, 2/7 では、実際外気温帯よりも想像温度帯は高く、

両者の温度帯は重なっていない。2/4 と 2/12 では、実際外

気温帯よりも想像温度帯は一部重なっているが、それで

も実際外気温帯よりも想像温度帯の方が高い。 

図１２に、実験日（終日）の天空温度・外気温・屋外

放射温度を示す。2/4 は、屋外放射温度の四分位範囲（箱

ひげの箱）が５日間の中で最も広く高低差がある日であ

るともに天空温度帯が５日間の中で最も低い日であった。

その両者の影響で、実際外気温帯と想像外気温帯が重な

ったのではないかと推測する。2/12は、屋外放射温度の四

分位範囲（箱ひげの箱）が５日間の中で最も狭く高低差

があまりない日であるともに天空温度帯が５日間の中で

最も高い日であった。その影響で、実際外気温帯と想像

外気温帯が比較的近づいたのではないかと推測する。2/5, 

2/6, 2/7 では、外気温帯よりも高めの屋外放射温度帯の影

響、すなわち、日射の影響によって、実際外気温よりも

高めの想像外気温となったと推測する。 

 

７．おわりに  

少ない被験者数ではあるが、放射環境による想像温度

への影響が示唆された。今後データ数を蓄積し、放射の

影響について詳細を明らかにしていくことが望まれる。 

 

図７ 秋季の実際外気温と想像外気温（申告時）     図８ 秋季の天空温度・外気温・屋外放射温度（終日） 

図５ 秋季の実際室温と想像室温（申告時）         図６ 秋季室内の空気温度と放射温度（実験時間帯） 
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図１１ 冬季の実際外気温と想像外気温（申告時）   図１２ 冬季の天空温度・外気温・屋外放射温度（終日） 

図９ 冬季の実際室温と想像室温（申告時）       図１０ 冬季室内の空気温度と放射温度（実験時間帯）
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